
















　肢体不自由児の療育にたずさわるものにとって,脳性麻痺(以下 C.P.と略す)

の早期治療はすでに現実のものとなっている。しかし C.P.になる可能性をも

つ子供にとっては,すべての例で,適切な対策をうけているとはいいがたい。療

育という立場での末端にあっては,障害児の家族はもとより,医療関係者におい

てすら,C.P.やその他の中枢性神経機能障害に対する認識が十分であるとはい

えないからである。地域ぐるみの療育体制が切望される。


